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　　　　　　　　　Fig．19　Crusta1ti1t　recorded　by　the　mu1i－point　recorder．
　　　　　　　　　図19　打点式記録計による地殻傾斜データ
　的沢地殻活動観測施設については，ユ978年2月7目に埋設を行なったが，テレメーター装
置及び記録計の調整等による欠測のために，まだデータの蓄積が少ない．記録からは日変化
が大きく，その振幅は大きい日で0．5秒以上あり，地球潮汐を識別できない．観測地点が山
の北面の小尾根の肩の位置にあることから，9時頃からの日照の影響によるものと思われる
変化があらわれている・コブ状の地形から熱膨張による影響も大きいものと思われる（Har－
rison，J．C．and　K．Herbst，1977）．
　なお，気圧計は1978年7月頃から作動の予定である．
あ　と　が　き
　静岡県志太郡岡部町における地殻傾斜群列観測は，1976年度の科学技術庁特別研究促進調
整費r東海地方東部におげる地殻活動に関する特別研究」による岡部地殻活動観測施設の整
備にはじまり，翌1977年度の同調整費r東海地域の地震予知に関する総合研究」によって群
列観測の形が整えられた．
　微小地震観測は当初から順調に続げられたが，振子式傾斜計はドリフトが大きくステップ
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が多発して正常た観測ができなかった．この問，同型式の振子式傾斜計（中伊豆地殻活動観
測施設）の修理によって機構欠陥が発見された．
　地殻傾斜観測が正常になされるようになったのは本報告に述べたように，1978年2月末か
らであり，テレメーター装置・記録計等の調整を経て定常観測に入ったのは4月からであ
る．
　この小稿が書かれた時点では，3台の傾斜計の初期ドリフトが小さくなり互の相関がやっ
と見られるようになった段階である．以下，続報にて詳しい解析を行なう予定である．
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